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厚生労働推進調査事業費補助金（腎疾患政策研究事業） 

腎疾患対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理および新たな対策の提言に資するエビデンス構築 

 

分担研究報告書 

 

研究の推進：研究開発・国際比較 

AMED,厚労省等の公的研究 

 

研究分担者 深水 圭 久留米大学 

研究分担者 田村功一 横浜市立大学 

 

研究要旨：これまで日本腎臓学会員が公的資金獲得データの収集を行った。2008 年から 2022 年までの

間、AMED51件、JST71 件、厚労科研 72件であった。総獲得研究資金は 93億 4669万円、AMED51 億 688

万円、JST5億 8146万円、厚労科研 36億 5836万円であった。以前調査した件数、金額と比較しても高

額であった。 

Ａ．研究目的 

これまで日本腎臓学会員が公的資金を獲得して

きたが、一望して経年的にどの程度資金を受け

ているか、実情が見えてこなかったことから、

経年的にデータを蓄積する必要があり、社会に

も広く CKD 研究開発について認識していただく

きっかけとなると考えられるため、今回データ

の収集を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

2008 年から 2022 年までに獲得した AMED、厚労

科研、科学技術振興基金(JST)について、日本腎

臓学会の会員に対してメーリングリストにてア

ンケートを行った。 

（倫理面への配慮） 

 該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

これまでの獲得数は AMED51 件、JST71 件、厚労

科研 72件であった。総獲得研究資金は 93億 4669

万円、AMED51 億 688 万円、JST5 億 8146 万円、

厚労科研 36 億 5836 万円であった。内訳は病態

解明 68 件、CKD 対策 24 件、難治性疾患事業 22

件などであった。 

 

Ｄ．考察 

これまでの獲得数、研究費は93億円程度であった。

以前調査した件数、金額と比較しても高額であっ

た。 

 

Ｅ．結論 

日本腎臓学会会員のAMED、JST、厚労科研獲得数、

獲得資金を調査した。 

 

Ｇ．研究発表 
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inhibitors and mineralocorticoid 
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194:110161, 2022. 

 

2.学会発表 

1） 田村功一. 血圧管理と腎疾患制御からみた

糖尿病性腎臓病の最適治療と SGLT２阻害

薬の意義. 教育講演 17. 第 95回日本内分泌

学会学術総会(大分), 2022年 06月 02-04日 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 
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